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Web メールはインターネット上で見ることができるため、web 環境さえあれば、

どこでもメールをチェックすることができる環境となります。 

 

今回は、セキュリティが高いとされている、『Gmail』に絞り、『From』機能に 

ついて説明します。 

 

『From』機能について 

普通に gmail からメール送信すると、当然 gmail アドレスでの送信となり、 

一瞬、誰からのメールか悩むことになります。 

 

『From』機能を使うと gmail からの送信なのに、自宅のメールアドレスで 

送信することができます。 

 

『From』機能の設定 

Gmail にログインし、メール画面上段にある下記部分の『設定』をクリック。 

 

次の画面で          をクリックし、 

をクリック。次のポップアップ画面で 

 

 

 

                     自宅メールアドレスを登録。 

 

 

 

 

次の画面で『Gmail 経由で送信する』（セットアップが簡単）をチェックし、 

 

次の画面で『確認メールの送信』をクリック。 

 

－１／２－ 



自宅メールに確認メールが送信されるので、確認し、メール本文に記載の 

確認メール・リンクをクリックするか、本文記載の 

確認コード：******** をコピーし、待機中の下記画面に入力する。 

 

『確認』をクリックし登録完了。 

 

次に、元の画面で、『自宅アドレス』をデフォルトに設定する。 

 

 

       ボタンをクリックし、メール画面に戻り、メール送信。 

 

『メール送信』 

      で下記のように『From』欄が作成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Outlook 以外のメール環境相手には、『自宅メールアドレス』で送信されます。 

Outlook の場合は 

 

と送信されます。 

 

『返信』は上記設定にて自宅メールに返信されますので、 

自宅メールで自宅メールから gmail への転送設定をしておくと、 

自宅メールでも gmail でもメールのチェックができることになります。 

但し、双方向での転送はしないで下さい。 

双方向の転送をするとループし、厄介なことになりますのでご注意。 

－２／２－ 

送信時に 

ここをクリックして 

Gmail と自宅メールを

切り替えられます。 

『tafumi1949@gmail.com が次の人の代理で送信しました:tana0902@ccn3.aitai.ne.jp』 


